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１ 「生きる力」を育む教育の充実 

（１）すくすくと育つ幼児教育を進める  

幼児が様々な人やものとのかかわりを通して、多様な体験をし、生きる力の基礎となる心

身の調和のとれた発達を促す幼児教育の充実を図ります。  

 

（２）郷土に誇りをもって成長できる学校教育を進める 

  児童生徒の学ぶ意欲を高め、確かな学力の向上を図ります。また、豊かな心の育成に努め、

社会性を高めるとともに、健やかな体づくりを進め、体力の向上を図ります。  

  地域の教育資源や人材を活用して学ぶ機会を充実させ、「ふるさと銚子」を誇りに思い、

大切にする心情や態度を育む教育を推進します。  

 

（３）質の高い高等学校教育を進める  

進学指導に重きを置きながら、生徒が自立心を養い、社会の変化に柔軟に対応していける

よう、教育内容の充実に努めます。  

 

２ 青少年が健全に育つために 

（１）学校・家庭・地域による健全育成活動を進める 

青少年が心身とも健全に育つよう、育成指導者との連携を図るとともに、学校・家庭・地

域が一体となった取り組みを推進します。 

 また、青少年の自主活動を積極的に支援し、明るく健全に暮らせる社会環境づくりに努め

ます。 

 

３ 生涯学習社会を実現するために 

（１）生涯にわたって学べる体制づくりを進める  

生涯学習推進団体の育成・支援、指導者の養成、学習情報の提供など、市民が自主的、積

極的に学習活動を行うことができる環境づくりを推進するとともに、関係機関や生涯学習拠

点施設相互の連携を図ります。 

 

 

 



（２）生涯学習活動を活発にする 

市民の多様な学習ニーズに応えるため、それぞれの世代に応じた学習機会の提供に努めま

す。 

 また、学習の成果を発揮する場の提供などにより、市民の学習意欲を高め、地域社会や学

習団体が活発化するよう努めます。  

 

４ スポーツ・レクリエーション活動をより活発にしていくために  

（１）スポーツ・レクリエーションの普及を図る  

スポーツイベントを通じて交流人口の増加を図り、参加者の体力づくりと参加者相互の交

流を図ります。 

 また、市民の生活意識の変化や生活水準の向上に伴い、健康・体力づくりへの関心が高ま

るなか、生涯スポーツをより身近なものとして、市民一人ひとりが年齢や体力に応じて気軽

に参加できる環境づくりに努めます。  

 

（２）スポーツ団体や指導者を育成する  

 スポーツイベントやスポーツ活動を推進するにあたり、的確な指導助言を与えることので

きる指導者の育成に努めます。 

 

５ 市民文化の創造を促すために 

（１）市民の文化・芸術活動を盛んにする  

さまざまな文化イベント、講演会などを開催し、市民が創作活動や芸術・文化活動に親し

める機会の拡充に努めます。 

また、市民の自主的な芸術・文化活動の促進と定着を図り、個性豊かな市民文化の創出に

努めます。 

 

（２）地域に根付いた銚子資産を保存・活用する 

市内に所在する多種多様な文化財を指定・未指定にとらわれず「銚子資産」と位置づけ、

それらの情報を的確に把握し、価値を調査し、保護に努めます。 

 また、銚子資産の価値を地域住民と共有し、柔軟な発想力とともに活力あるまちづくりに

積極的に活用します。 

 

（３）銚子ジオパークの活動を推進する  

日本ジオパークネットワークの基本理念に則り、地域の資源である地質遺産を「保護・保

全」、「教育・普及」、「地域振興」の３つの観点から活用し、地域住民、事業者、研究者、行

政など、地域を構成する多様な主体の協働による、持続可能な地域社会の創造の推進を図り

ます。 



６ 大学を生かした地域づくり 

（１）連携・協力により地域振興を図る  

平成１６年に開学した千葉科学大学は、図書館の市民開放や様々な公開講座の実施、学生

たちによる地域活動への参画、銚子ジオパーク認定への貢献など、市民の暮らしに数多くの

恩恵をもたらしています。今後も「知の拠点」である大学との連携を密にし、相互協力を推

進することにより、更なる教育・文化水準の向上と地域の振興を目指します。  

 

７ 国際教育の推進 

（１）グローバル化に対応した人材の育成  

日本の歴史や伝統文化等の理解を深め、日本人としてのアイデンティティの確立を図ると

ともに、自己の考えなどを主体的に発信する力の育成に努めます。  

また、異文化への理解を深め、広い視野から思考する力を養うとともに、語学力やコミュ

ニケーション能力の向上に努めます。  

 


